
・ 浮遊幼生は確認されておらず，まだ採苗袋の投入時期ではありま
せん。
・ 生殖腺指数の低下が見られたことから，浮遊幼生の付着開始は５
月下旬頃になると見込まれます。
・ 採苗袋の投入が早すぎると，ノロ（ケイソウ）により袋が汚れますの
で注意してください。

《調査結果の概要》 調査日：4月22日（月）

・ 調査地点の表層水温は7.7～9.4℃，10m水温は6.4～7.0℃であり，昨年と比べると表層では
約4℃低く，10mでは約4～6℃低い値でした。
・ 気仙沼湾口部（岩井崎）と大島（大前見），歌津（泊）で調査を実施しましたが，浮遊幼生は
観察されませんでした。
・ 生殖腺指数が低下したことから産卵が行われているものと考えられます。
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図 生殖腺指数の推移

次回の通報発行は５月９日（木）の予定です。

表 浮遊幼生調査結果

県外情報
青森県(4/18)

・ 陸奥湾では浮遊幼生が平年よりかなり多く出現し，採苗器への十分な付着が見込まれる。
・ 採苗器の投入は西湾で４月下旬，東湾で５月初めになる見込み。
岩手県(4/22)

・ 浮遊幼生が見られるが少数でありまだ採苗器の投入時期には至っていない

※今回，ホタテガイ浮遊幼生は確認されませんでした。

調査月日

その他
（ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ等）

250ﾐｸﾛﾝ未満 250ﾐｸﾛﾝ以上 幼生数

（小型～中型） （大型） 個体/ｍ3

岩井崎
4/22

9.3/6.7 10m曳 0 0 3

大前見（大島）
4/22

9.4/7.0 10m曳 0 0 11

歌津（泊）
4/22 7.7/6.4 10m曳 0 0 5

調査点
（調査月日）

水温（℃）
表層／１０ｍ

採取方法
（ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝﾈｯﾄ）

ホタテガイ浮遊幼生数

個体/ｍ3


